家庭礼拝　2011年3月6日　コリント第Ⅰ　６章
　賛美歌227　主の真理は　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌459　飼い主わが主よ
起
コリントの教会では、いつも言い争いが絶えなかったようです。それは、パウロが言っているように思い高ぶった人々のぶつかり合いなのかもしれません。コリントの教会はアテネに近く、ギリシャの文化風習の影響を強く受けていました。ギリシャ人は何か争いが起こったとき、それを裁判で解決すると言うのが常識となっていました。言ってみれば今のアメリカのようなもので、なんでも裁判に持ち込みます。ですから、アメリカでは争いが起こった時、たとえ自分が悪くても、弁護士が来るまでは謝ってはいけないと言われています。謝ることが、自分の非を認めたことになるからです。それに慣れていない日本人や、日本の企業はそれに翻弄されています。日本人の場合は、ことはどうであれ、まずはお互いに謝っておくのが礼儀と言うものとなるからです。これもまた文化の違いです。
パウロは、このコリント文化にも戸惑いを感じました。ユダヤ教においては、信仰に基づいて解決すべきものが、コリントでは信仰に関係のないものが裁くからです。1節と2節でパウロはこう言っています。

１コリ 6:1　あなたがたの間で、一人が仲間の者と争いを起こしたとき、聖なる者たちに訴え出ないで、正しくない人々に訴え出るようなことを、なぜするのです。
１コリ 6:2　あなたがたは知らないのですか。聖なる者たちが世を裁くのです。世があなたがたによって裁かれるはずなのに、あなたがたにはささいな事件すら裁く力がないのですか。
パウロにとっては、コリントの人々がしていることは驚きでした。教会内のことまで、信仰のない人々にその裁きを委ねるからです。パウロは、仲間の者と争いをしたときに、聖なるものに訴え出ないで、正しくない人々に訴えるのはどうしてなのですかと、驚きと叱責を持って語るのです。そして自分たちが世を裁く立場なのに、反対に裁かれてしまうなんて、あなたたちには小さなことも裁く力がないのですかと、叱りました。そしてさらにパウロはこのように続けました。3節と4節です。
１コリ 6:3　わたしたちが天使たちさえ裁く者だということを、知らないのですか。まして、日常の生活にかかわる事は言うまでもありません。
１コリ 6:4　それなのに、あなたがたは、日常の生活にかかわる争いが起きると、教会では疎んじられている人たちを裁判官の席に着かせるのですか。
ここで、パウロは驚くようなことを言いました。それは、私たちが天子さえ裁く者だということを知らないのですかと言ったのです。それほどまでに、私たちは清められ、高められ、神に近いものとなっていると言うことです。キリストの十字架の贖いによって清められたものは、神がそのうちに住んでくださり、天子さえも裁くものとされているのだと言っているのです。これは私たちもまた、改めて、認識しなければならないことです。コリントの人々のように争ったり、多くの罪にある人々でさえも、天使さえ裁く清いものとされているなら、私たちもまた、そのようなものなのだからです。私たちに力はないと逃げてばかりはいられないのです。パウロはコリントの人々に、そのような力が与えられているのに、あなたたちは、日常生活にかかわる争いが起こると、教会では疎んじられている人たちを裁判官の席につけて、自分たちで裁こうとはしていないと、責めました。パウロは、教会内のことは、自分たちの信仰に基づいて、教会内で解決しなさいと言っているのです。
承
パウロは更に、追い詰めるようにこういいました。5節と6節です。
１コリ 6:5　あなたがたを恥じ入らせるために、わたしは言っています。あなたがたの中には、兄弟を仲裁できるような知恵のある者が、一人もいないのですか。
１コリ 6:6　兄弟が兄弟を訴えるのですか。しかも信仰のない人々の前で。

パウロには、教会内の問題を、裁判によって解決しようなんていうことは憤懣やるかたないのです。何とかコリントの信徒の人々にわかってほしいのです。信仰を与えられた人間は聖別された人間で、そのうちに神が住んでくださる人間だと言うことを分かってほしいのです。相手に気が付いてもらうためならば、相手のプライドを傷つけるようなことをしてでも分かってほしいのです。それによって、嫌われると分かっても何とか理解してほしいと思っているのです。そして、裁判沙汰があること事態、既にあなた方の負けであると言いました。7節と8節です。
１コリ 6:7　そもそも、あなたがたの間に裁判ざたがあること自体、既にあなたがたの負けです。なぜ、むしろ不義を甘んじて受けないのです。なぜ、むしろ奪われるままでいないのです。
１コリ 6:8　それどころか、あなたがたは不義を行い、奪い取っています。しかも、兄弟たちに対してそういうことをしている。
パウロは、自分たちに与えられた、神の力を信じることが出来ず、信仰のない者たちに判断を委ねる事は既にあなた方の負けであると言いました。そのような負け方をするなら、むしろ、裁判などにはかけずに、不義を甘んじて受け取り、奪われるままでいないのか。そのほうが神様が報いてくださるのにと言おうとしています。それはなぜかと言えば、裁判にゆだねるのは、神を信じないからであり、神を信じて、不義を甘んじて受け取るものは、神の報いを受け取ることが出来るのです。その報いは、奪われたものよりもずっと大きいからです。
その報いと言うのは、正しいものは神の国を受け継ぎ、正しくないものは神の国を受け継げないと言うことです。そしてその正しくないものとは、どのようなものであるかを説明します。9節から11節です。

１コリ 6:9　正しくない者が神の国を受け継げないことを、知らないのですか。思い違いをしてはいけない。みだらな者、偶像を礼拝する者、姦通する者、男娼、男色をする者、
１コリ 6:10　泥棒、強欲な者、酒におぼれる者、人を悪く言う者、人の物を奪う者は、決して神の国を受け継ぐことができません。
１コリ 6:11　あなたがたの中にはそのような者もいました。しかし、主イエス・キリストの名とわたしたちの神の霊によって洗われ、聖なる者とされ、義とされています。
パウロが話していた裁判の問題と言うのは、「あなた方は、不義を行い、兄弟から奪い取っている、」といっているように、人のものを奪いとったと言う問題なのでしょうけれども、それ以外にもこんなに正しくないことをしている人たちが、コリント教会には居たではないか、とパウロは言いました。ですが、そのような者も、主イエスキリストの名と、私達の神の霊によって洗われ、聖なる者とされ、義とされているではないかといったのです。このような言葉を聴いても、いや、そうは思えない、私は聖なる者でも義なる者でもないと言いたがるのが私たちです。ですが、信仰を持つというのは私達の思いとは別に、そこに神の力と清めが働いている、と言うことなのだと思います。たとえ、自分たちにはそうは思えなくとも、神様がそうしてくださったということを受け入れていくことが信仰なのではないかと思います。
転
12節からは、小見出しが付いて、話の流れが変わります。小見出しには「聖霊の住まいである体」となっています。そして12節でこう言いました。
１コリ 6:12　「わたしには、すべてのことが許されている。」しかし、すべてのことが益になるわけではない。「わたしには、すべてのことが許されている。」しかし、わたしは何事にも支配されはしない。
これだけ読むと、パウロは真の自由について語っているような気がします。真の自由とは、好きなことをすることではない。何事にも支配されないことである。そしてその中から自由に益となることを行うことであると、言っているような気がします。好きなことをやることが、自由だと履き違えてしまう事は昔も今も多くあります。キリスト教は自由を奪われるから嫌だという人もいるわけです。好きなことをやるというのは、実は、いろいろな欲望や誘惑の奴隷となっていることが多いものです。そのようなものに執着し、縛られて本当は自由でなくなっていることが多いのです。パウロの言う自由はそのような執着や束縛を本当に離れて、そして、益となることを、再び自由に選択することの出来る自由ということになるわけです。
なぜこのような話が突然出てきたのでしょうか。それはこの文脈から推測できます。コリントの信徒の人々は、自分たちはキリストによって救われたのだ。もう自由なのだ。何をやっても救われるのだという、勘違いをしていたものと思われます。そして、その結果、犯された罪は、自分の体を汚す罪を犯していたということです。13節では、
１コリ 6:13　食物は腹のため、腹は食物のためにあるが、神はそのいずれをも滅ぼされます。体はみだらな行いのためではなく、主のためにあり、主は体のためにおられるのです。
ここで言われている、体はみだらな行いのためではなく主のためであるという言葉が、コリントの人々が犯した罪を暗示しています。つまり、みだらな行いの罪を犯したのです。主は体のために居られると言うのが、ちょっと不思議な気がしますが、この体という言葉を、私達という言葉に置き換えれば、ごく自然な言葉になります。言い換えると、私たちはみだらな行いのためではなく、主のためにあり、主は私達のために居られるのです。ということになります。パウロは、あなたがたは、自分の体がキリストの体の一部だとは知らないのか。と言いました。私達自身がキリストの霊によって働くキリストの体なのです。私達の体は、自分だけの体ではないのです。

　そして、娼婦と交わる者はその女と一つの体となる、と言い、　主に結び付く者は主と一つの霊となるのです。と言いました。これは、体で交わるものは一つ体になり、霊で交わるものは一つの霊になるということです。私たちは交わるものと一つにされるのですから、注意深く交わるものを選ぶ必要があるのです。
最後にパウロはこういいました。18節から20節です。
１コリ 6:18　みだらな行いを避けなさい。人が犯す罪はすべて体の外にあります。しかし、みだらな行いをする者は、自分の体に対して罪を犯しているのです。
１コリ 6:19　知らないのですか。あなたがたの体は、神からいただいた聖霊が宿ってくださる神殿であり、あなたがたはもはや自分自身のものではないのです。
１コリ 6:20　あなたがたは、代価を払って買い取られたのです。だから、自分の体で神の栄光を現しなさい。
パウロは、みだらな行いを避けなさいと言いました。みだらな行いは、自分の体に罪を犯しているのですと言いました。その罪は大きいのです。それは、私達の体というのは、神からいただいた聖霊が宿ってくださる神殿だからなのですと言いました。そして、自分のものと思っているこの体ごと、私たちは神様によって買い取られたものだから、その体は、神の栄光を表すために用いなさいと言っているのです。
結

パウロは私達の勘違いを多く指摘して、目を覚まさせようとしました。その多くは自分自身に関することでした。自分の財産、自分の思い、自分の体、このようなものは、自分のものだから自分が好きなようにしていいのではないのか、と考えていたのがコリント教会の人々でした。自分たちは救われたのだから、もう何をやっても自由なのだという間違った考えを持ってしまいました。それに対して、パウロの言っている、一貫した答えは、思い上がってはいけない。あなたちの持っているもので、与えられなかったものがあるだろうか。あなたたちは、多くの罪の中にあったが、主イエス・キリストの名とわたしたちの神の霊によって洗われ、聖なる者とされ、義とされています。あなた達の体もまた、神によって買い取られたものであり、聖霊の宮であるから、体に罪を犯すものではなく、体で神の栄光を表すものになりなさい。と強く訴えたのです。
私達の間違いや、罪や、悩みのの多くは、神様のものを自分のものと思ってしまうことから起こります。この自分自身さえ、神様のものであることが分かっていれば、私たちには何の葛藤も無いはずなのです。自分が神様のものであるならば、他の人も神様のものであり、私たちは他の人の中に神様を見ることが出来るはずなのです。ところが、私たちは他の人の中に神様を見ることが出来ず、あの人と私は違うと突き放してしまい葛藤が起こります。

何と言う悲しさでしょうか、何と言う愚かしさでしょうか。このような中に私たちは生きていますが、神様は私たちを買い取って、聖なる者としてくださいました。このことを覚えて主に感謝と賛美を捧げたいと思います。

(一分間の黙祷)

(祈り)

天の父なる神様。御名をあがめ賛美いたします。あなたが私たちを招いてくださって、ここに集い、あなたとともにあることを与えてくださいましたことに感謝をいたします。

あなたは私たちを贖ってくださって、聖なるものとし、聖霊の宮としてくださいました。このことを実感できない貧しいものですが、どうかあなたの聖霊とともに生きるものとさせてください。
私たちに与えられているものは全てあなたのものです。あなたからしばらくの間、預かっているだけのものです。命も、能力も、お金も、時間も全てです。どうか、自分のものと思って思い高ぶることなく、喜んであなたにお返しすることが出来ますように。
あなたの愛する教会の上に祝福がありますように。あなたを信じる兄弟姉妹の上に、恵と導きとがありますように。私達の上にも、健康が与えられ、よき働きが与えられ、あなたに従っていくことが出来ますように導いてください。
この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン
◆信仰のない人々に訴え出てはならない
１コリ 6:1　あなたがたの間で、一人が仲間の者と争いを起こしたとき、聖なる者たちに訴え出ないで、正しくない人々に訴え出るようなことを、なぜするのです。
１コリ 6:2　あなたがたは知らないのですか。聖なる者たちが世を裁くのです。世があなたがたによって裁かれるはずなのに、あなたがたにはささいな事件すら裁く力がないのですか。
１コリ 6:3　わたしたちが天使たちさえ裁く者だということを、知らないのですか。まして、日常の生活にかかわる事は言うまでもありません。
１コリ 6:4　それなのに、あなたがたは、日常の生活にかかわる争いが起きると、教会では疎んじられている人たちを裁判官の席に着かせるのですか。
１コリ 6:5　あなたがたを恥じ入らせるために、わたしは言っています。あなたがたの中には、兄弟を仲裁できるような知恵のある者が、一人もいないのですか。
１コリ 6:6　兄弟が兄弟を訴えるのですか。しかも信仰のない人々の前で。
１コリ 6:7　そもそも、あなたがたの間に裁判ざたがあること自体、既にあなたがたの負けです。なぜ、むしろ不義を甘んじて受けないのです。なぜ、むしろ奪われるままでいないのです。
１コリ 6:8　それどころか、あなたがたは不義を行い、奪い取っています。しかも、兄弟たちに対してそういうことをしている。
１コリ 6:9　正しくない者が神の国を受け継げないことを、知らないのですか。思い違いをしてはいけない。みだらな者、偶像を礼拝する者、姦通する者、男娼、男色をする者、
１コリ 6:10　泥棒、強欲な者、酒におぼれる者、人を悪く言う者、人の物を奪う者は、決して神の国を受け継ぐことができません。
１コリ 6:11　あなたがたの中にはそのような者もいました。しかし、主イエス・キリストの名とわたしたちの神の霊によって洗われ、聖なる者とされ、義とされています。
◆聖霊の住まいである体
１コリ 6:12　「わたしには、すべてのことが許されている。」しかし、すべてのことが益になるわけではない。「わたしには、すべてのことが許されている。」しかし、わたしは何事にも支配されはしない。
１コリ 6:13　食物は腹のため、腹は食物のためにあるが、神はそのいずれをも滅ぼされます。体はみだらな行いのためではなく、主のためにあり、主は体のためにおられるのです。
１コリ 6:14　神は、主を復活させ、また、その力によってわたしたちをも復活させてくださいます。
１コリ 6:15　あなたがたは、自分の体がキリストの体の一部だとは知らないのか。キリストの体の一部を娼婦の体の一部としてもよいのか。決してそうではない。
１コリ 6:16　娼婦と交わる者はその女と一つの体となる、ということを知らないのですか。「二人は一体となる」と言われています。
１コリ 6:17　しかし、主に結び付く者は主と一つの霊となるのです。
１コリ 6:18　みだらな行いを避けなさい。人が犯す罪はすべて体の外にあります。しかし、みだらな行いをする者は、自分の体に対して罪を犯しているのです。
１コリ 6:19　知らないのですか。あなたがたの体は、神からいただいた聖霊が宿ってくださる神殿であり、あなたがたはもはや自分自身のものではないのです。
１コリ 6:20　あなたがたは、代価を払って買い取られたのです。だから、自分の体で神の栄光を現しなさい。
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